
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

基礎・基本の確実な定着を図り，主体的・対話的に学び合い， 学力向上推進員 委員 校長：谷中 英昭 教頭：中川 雅博 校長
表現できる児童の育成 教務主任：浮橋 未夏

～学びの質を向上させ，主体的に活動できる児童の育成～ 浮橋 未夏 研修主任・生徒指導主任：鈴木 真砂子 谷中 英昭

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や研究授業等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇基礎的・基本的な知識・技能の定着 ・基礎・基本の定着を図る。（単元テスト ・フラッシュカードや小テスト，チャレンジタ ・朝の活動で基礎固めのプリント ・タブレットドリル等も活用して，繰り返し ・宿題プリントなどで，教科書以外の
は，一定の成果が見られる。 で８割回答できる。） イムを活用し，繰り返し学習させる。 を継続して行う。 学習することでほとんどの児童が８割 問題文の読み取り（初見の文章の

●初めての文章を的確に読み取った ・様々な文章に親しみ，作者や筆者が伝 ・宿題に文章問題を増やす。 ・短めの文章で読み取りの練習を 以上回答できている。 読み取り）に慣れさせる。
り，理由や根拠を述べて分かりやすく えようとしていることを的確に読み取る ・「なぜ」「どうして」など理由や根拠を明確 する。 ・理由や根拠を考えさせることにより， ・継続して理由や根拠を考えさせる。
伝えたりすることに苦手意識がある。 ことができる。 にさせるように教師の発問を工夫する。 ・読書の機会を増やす。 思考力が身についてきた。 ・読書の質を高めるため，様々な文

・読書量は個人差が大きい。 章の本を読ませる。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇雛型があればそれを活用して表現で ・雛型を使って自分の考えを言うことがで ・国語や算数の教科書に出てくる雛型を使 ・タブレットの学習支援ソフトを活用し，自分 ・学年が進むにつれて，雛型を使って自 ・過去に学んだ雛型を的確に選択し
きる力はある程度身に付いている。 きる。 って自分の意見を書かせたり言わせたり の考えを表現したり，他者の考えを比べたり 分の考えを述べることができるように て述べるなど，応用力をつけてい

●与えられた材料から思考判断した ・文章や表やグラフを正確に読み，判断 する。 する場面を設定した授業に取り組む。 なっている。 く。
り，自分の言葉で自分の考えを的確 するのに必要な材料を的確に選択する ・表やグラフの読み取り方を繰り返し学習さ ・様々な教科で観点を明確にして自分の考 ・表やグラフの読み取りに個人差が大 ・複数の資料から的確に選択する問
に表現したりすることは苦手な児童 ことができる。 せる。 えを書く機会を多く取る。 きい。 題を，繰り返しさせる。
が多い。 ・日記等により長い文章を書くことに慣れさ ・振り返りの際、自分の知識や思考がどう変 ・的確な資料の選択ができる児童の割

せる。 容したかひな形を活用して書かせる。 合が少ない。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇自学ノートの内容を工夫して取り組 ・課題解決のために自分の考えを持った ・ペア学習やグループ学習を活用して，自 ・タブレットを使って，写真，動画 ・高学年ではプレゼンでタブレットを使 ・タブレットの機能をうまく利用して，
む児童がいる。 り，進んで意見を述べたりすることがで 分の意見を話す活動を多くとる。 を撮影し表現の工夫を考えたり， 用してわかりやすく発表することがで 主体的に取り組める機会を増やす。

●自ら課題を見つけ取り組んだり，学 きる。 ・ホワイトボードを活用して，全員発表等の 考えたことを共有したりする。 きていた。
習したことや体験したことから次の課 機会をとる。 ・タブレットを使って，記録をとり学 ・ホワイトボードとタブレットをうまく組み
題を見出して取り組んだりすることは ・道徳等の授業でなりたい自分（将来の夢） 習のまとめや振り返りの際に活 合わせて，意欲的に活動する機会を
あまり見られない。 を明確にし，そのためには今どうするべき 用する。 増やした。(ペア学習・グループ学習)

か考えさせる機会を増やす。
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